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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

日
時　

７
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
会
員
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
電
卓
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

「
誤
り
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
我
流
の
給
与
計
算―

こ
れ
が
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
の
素
」

雇
用
管
理
対
策

日
時　

６
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

東
大
阪
市
民
会
館
５
階
５
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
安
全
管
理
講
習
会
」

日
時　

７
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

す
て
っ
ぷ
（
と
よ
な
か
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー
）
セ
ミ
ナ
ー
室
１
（
阪
急
「
豊
中
」
駅
直
結
）

定
員　

50
人

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
ま
さ
か
の
医
療
ト
ラ
ブ
ル
対
策―

こ
じ
ら
せ
な
い
た
め
の
処
方
せ
ん―

」

北
大
阪
地
区
講
習
会
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私
は
奈
良
の
平
群
と
い
う

田
舎
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
。

夏
休
み
に
も
な
れ
ば
、
ク
タ

ク
タ
に
な
る
ま
で
毎
日
遊
び

続
け
た
小
学
生
時
代
。
あ
れ

か
ら
30
年
近
く
が
経
と
う
と

し
て
い
る
…
。

　

梅
雨
も
明
け
、
暑
い
夏
休

み
が
始
ま
る
と
、
僕
の
起
床

は
普
段
よ
り
も
早
く
な
る
。

ま
ず
、
朝
刊
を
開
き
、
昨
夜

の
プ
ロ
野
球
の
結
果
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
。
そ
し
て
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
の
田
淵
、掛
布
、助

っ
人
の
ブ
リ
ー
デ
ン
、
ラ
イ

ン
バ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
・

ラ
ン
キ
ン
グ
を
確
認
す
る
。

　

そ
れ
が
終
わ
る
と
、
配
達

さ
れ
た
常
温
の
牛
乳
を
い
っ

き
に
飲
み
ほ
し
、
首
か
ら
ス

タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
ぶ
ら
下

げ
、
黄
色
の
タ
イ
ガ
ー
ス
帽

を
か
ぶ
り
、
ゴ
ム
草
履
を
履

い
て
、
開
閉
式
ラ
イ
ト
付
き

自
転
車
で
、
仲
間
が
集
ま
る

朝
露
を
含
ん
だ
原
っ
ぱ
に
向

か
う
。
目
的
は
、
午
前
６
時

半
か
ら
始
ま
る
ラ
ジ
オ
体
操

で
あ
る
。
遊
び
半
分
に
し
て

い
た
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
が
、

肩
、
腰
、
首
す
べ
て
の
筋
へ

心
地
よ
く
響
き
、
と
て
も
う

ま
く
構
成
さ
れ
た
体
操
で
あ

っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

の
は
、
硬
く
な
っ
た
今
の
こ

の
体
で
あ
る
。

　

参
加
賞
の
ヤ
ク
ル
ト
を
飲

ん
だ
あ
と
は
、
ギ
ラ
ギ
ラ
し

た
真
夏
の
太
陽
か
ら
脱
出
す

る
よ
う
に
、
虫
仲
間
と
ひ
ん

や
り
薄
暗
く
、
う
っ
そ
う
と

し
た
山
へ
向
か
う
。

　

僕
た
ち
の
活
動
は
、
ク
ヌ

ギ
林
の
中
か
ら
樹
液
が
染
み

出
て
い
る
選
り
す
ぐ
り
の
ク

ヌ
ギ
の
木
を
見
つ
け
る
こ
と

で
あ
る
。
手
掛
か
り
は
、
プ

ン
プ
ン
と
放
た
れ
る
樹
液
の

甘
酸
っ
ぱ
い
匂
い
や
、
樹
液

に
集
ま
る
ス
ズ
メ
バ
チ
・
カ

ナ
ブ
ン
・
蛾
で
あ
る
。
夜
に

な
る
と
狙
い
を
定
め
た
ク
ヌ

ギ
に
は
、
ク
ワ
ガ
タ
虫
や
カ

ブ
ト
虫
が
大
量
に
群
が
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
を
僕
た
ち

は
、
夜
の
活
動
で
根
こ
そ
ぎ

ゲ
ッ
ト
す
る
の
で
あ
る
。

な
の
で
、
昼
間
に
目
を
つ
け

た
ク
ヌ
ギ
ま
で
の
道
の
り
を

確
実
に
覚
え
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
「
仕
込
み
の

楽
し
さ
」
と
は
別
に
、
樹
皮

の
隙
間
に
潜
む
臆
病
な
オ
オ

ク
ワ
ガ
タ
を
三
種
の
神
器

（
ピ
ン
セ
ッ
ト
と
ペ
ン
ラ
イ

ト
、
ひ
っ
か
き
棒
）
を
使
っ

て
探
し
だ
す
「
職
人
的
な
楽

し
み
」
も
あ
っ
た
。
た
だ

し
、
欲
に
か
ら
れ
、
樹
皮
を

乱
暴
に
め
く
っ
て
し
ま
う
と

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
住
む
場
所

が
減
り
、
虫
も
採
れ
な
く
な

る
と
の
理
由
か
ら
「
絶
対
に

皮
を
め
く
っ
て
捕
獲
す
る

な
！
」
と
い
っ
た
〝
虫
採
り

マ
ン
〞
と
し
て
の
掟
が
あ
っ

た
。
だ
が
、
そ
の
お
か
げ
で

数
々
の
虫
採
り
ア
イ
テ
ム
を

創
作
し
、
楽
し
み
方
は
膨
ら

ん
だ
。
代
表
作
に
ビ
ッ
ク
リ

煙
幕
、
お
び
き
寄
せ
フ
ー
セ

ン
ガ
ム
が
あ
る
。

　

運
よ
く
ゲ
ッ
ト
出
来
た
オ

オ
ク
ワ
ガ
タ
は
、
僕
の
汗
ま

み
れ
の
タ
イ
ガ
ー
ス
帽
の
中

に
ひ
と
ま
ず
納
め
る
。
早
く

帰
っ
て
家
の
虫
ハ
ウ
ス
に
移

さ
な
い
と
…
。
帽
子
と
頭
の

間
を
ガ
サ
ガ
サ
動
き
ま
わ
る

感
触
が
、
喜
び
に
拍
車
を
か

け
る
。「
母
さ
〜
ん
！　

見

て
〜
。
オ
オ
ク
ワ
捕
ま
え
た

で
〜
！
」

　

３
時
の
ア
イ
ス
を
食
べ
た

後
、
自
転
車
で
お
よ
そ
30
分

か
け
て
、
隣
町
の
オ
モ
チ
ャ

屋
さ
ん
で
大
中
小
、
種
類
、

雄
雌
な
ど
関
係
な
く
、
す
べ

て
「
１
匹
50
円
」
で
捕
獲
し

た
虫
を
売
る
。
目
的
は
イ
ン

ベ
ー
ダ
ー
、
パ
ッ
ク
マ
ン
、

平
安
京
エ
イ
リ
ア
ン
…
。

虫
採
り
に
投
資
し
た
情
熱
と

時
間
は
、
そ
の
オ
モ
チ
ャ
屋

の
「
１
回
50
円
」
の
ゲ
ー
ム

代
に
す
べ
て
変
わ
る
。
何
の

疑
い
も
な
く
、
満
足
で
楽
し

い
一
日
を
終
え
た
僕
た
ち

虫
採
り
マ
ン鈴

木　

雅
智
（
東
大
阪
市
）

絵　藤田　進 （河内長野市）

は
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ

な
が
ら
家
に
帰
る
。

　

と
こ
ろ
が
後
に
な
っ
て
知

っ
た
こ
と
だ
が
、
百
貨
店
の

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
僕

た
ち
の
天
然
ク
ワ
ガ
タ
を
20

倍
以
上
の
高
値
を
付
け
て
売

っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

さ
て
、
虫
を
見
つ
け
る
喜

び
を
教
え
て
く
れ
た
平
群
の

ク
ヌ
ギ
林
は
、
今
で
は
ど
の

よ
う
な
姿
に
変
わ
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

今
年
の
夏
、
30
年
ぶ
り
に
山

へ
出
か
け
て
み
よ
う
か
。
仮

に
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
に
出
く
わ

し
た
な
ら
ば
、
あ
の
時
の
オ

モ
チ
ャ
屋
に
足
を
運
び
、

「
こ
れ
い
く
ら
？
」っ
て
聞

い
て
み
た
い
。

　

虫
と
縁
の
あ
る
人
生
。

　

虫
に
感
謝
。

　

鈴
木
雅
智
先
生
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
７

月
15
日
付
は
、
鈴
木
先
生
の

勤
務
医
時
代
か
ら
の
恩
師
・

森
川
勝
先
生
（
八
尾
市
）
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

日
時　

 

６
月
25
日
、
７
月
２
日
（
ま
た
は
９
日
）、
16
日
、

23
日
、
30
日
の
各
木
曜
日

　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

中
谷
光
之
税
理
士
（
協
会
・
税
理
士
団
）

受
講
料　

一
人
に
つ
き
２
万
５
千
円
（
全
５
回
分
一
括
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
予
定
）

【
第
１
回
】 

記
帳
の
意
義
、
日
常
の
窓
口
記
帳
、
窓
口
日
計

表
の
書
き
方

【
第
２
回
】
現
金
・
預
金
出
納
帳
の
作
成

【
第
３
回
】
年
間
集
計
表
の
作
成
、
減
価
償
却
費
の
計
算

【
第
４
回
】
決
算
調
整
、
損
益
計
算
書
の
作
成

【
第
５
回
】
措
置
法
26
条
（
経
費
差
額
）
計
算
・
付
表
作
成

※
会
場
案
内
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

手
書
き
簡
易
記
帳
講
座「
自
主
記
帳
の
会
」（
全
５
回
シ
リ
ー
ズ
）

日
時　

６
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
容　

 

第
１
部　

報
告
「
大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会
」
結

成
に
向
け
て

　
　
　

 

第
２
部　

記
念
講
演
「
放
射
線
障
害
か
ら
み
た
原
爆

症
認
定
基
準
の
在
り
方
」（
講
師
：
鎌
田
七
男
氏
・

広
島
原
爆
被
爆
者
援
護
事
業
団
理
事
長
）

お
お
さ
か
反
核
平
和
の
つ
ど
い

た
が
、そ
の
後
、多
く
の
研
究

成
果
が
発
表
さ
れ
、
関
心
は

高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
歯
周
病

ケ
ア
に
よ
り
、
糖
尿
病
患
者

の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良

く
な
っ
た
こ
と
も
経
験
し
て

お
り
、
大
規
模
な
臨
床
研
究

の
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
糖
尿
病
状

態
で
歯
周
病
が
進
展
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
歯
周
病
が
糖

尿
病
患
者
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
悪
化
や
血
管
合
併
症

の
進
展
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
濃
厚
と
な

り
、
医
科
と
歯
科
は
研
究
の

み
な
ら
ず
、
臨
床
の
現
場
で

も
よ
り
密
に
連
携
を
取
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

活
性
が
相
関
、
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

研
究
成
果
を
発
表
し
た
当

時
は
、
ま
だ
歯
周
病
と
糖
尿

病
に
関
す
る
研
究
は
少
な

く
、
世
間
の
関
心
は
低
か
っ

gingivalis

は
糖
尿
病
の
慢
性

軽
微
炎
症
の
原
因
菌
と
し
て

無
視
し
得
な
い
と
考
え
た
。

さ
ら
に
、
▽
頸
動
脈
の
狭
窄

率
はP.gingivalis

抗
体
価
高

値
の
群
で
有
意
に
高
い
▽
腎

　

私
達
は
か
な
り
以
前
か

ら
、「
炎
症
が
歯
周
病
に
よ
っ

て
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
」と

考
え
、
岡
山
大
学
の
村
山
洋

二
教
授（
当
時
）、
現
広
島
大

学
の
西
村
英
紀
教
授
ら
と
協

て
高
血
糖
、
脂
質
異
常
、
高

血
圧
、肥
満
、喫
煙
が
知
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
イ
ン

ス
リ
ン
の
働
き
を
阻
害
し
て

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
と
い
う

状
態
を
引
き
起
こ
し
、
こ
れ

誠
に
両
疾
患
の
本
質
を
突
い

た
名
言
で
あ
る
と
感
銘
を
受

け
て
い
る
。

　

歯
周
病
が
進
行
し
歯
の
脱

落
が
生
じ
る
と
、
脳
梗
塞
や

心
筋
梗
塞
が
起
こ
り
や
す
い

　

糖
尿
病
慢
性
期
合
併
症
に

は
、
糖
尿
病
に
特
有
な
細
小

血
管
障
害
で
あ
る
①
網
膜
症

②
腎
症
③
神
経
障
害
と
、
糖

尿
病
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
る

④
大
血
管
障
害
（
脳
、
心
血

管
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
）

や
、
⑤
骨
減
少
症
が
あ
る

が
、
最
近
、
第
６
の
合
併
症

と
し
て
歯
周
病
が
注
目
さ

れ
、
逆
に
、
歯
周
病
の
重
要

な
危
険
因
子
と
し
て
喫
煙
と

糖
尿
病
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
糖
尿
病
と

歯
周
病
は
相
互
に
影
響
を
及

ぼ
し
合
い
、
両
疾
患
の
病
態

を
複
雑
に
修
飾
し
合
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

し
か
も
、
両
疾
患
は
特
に

顕
著
な
症
状
を
引
き
起
こ
さ

な
い
ま
ま
、
深
く
静
か
に
病

状
が
進
行
す
る
こ
と
も
類
似

し
て
お
り
、
大
久
保
満
男
日

歯
会
長
は
「
サ
イ
レ
ン
ト
キ

ラ
ー
」
と
命
名
し
て
い
る
。

こ
と
や
、
歯
周
病
の
程
度
が

中
等
度
、
あ
る
い
は
重
度
の

糖
尿
病
患
者
で
は
心
臓
死
、

腎
不
全
死
の
割
合
が
高
い
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
動
脈
硬
化
の
原
因
と
し

が
動
脈
硬
化
に
つ
な
が
る
と

さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
の
な
い
糖
尿

病
患
者
で
も
動
脈
硬
化
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
、
原
因
を
炎

症
に
求
め
る
考
え
も
あ
る
。

同
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、糖
尿
病
で
はP.gingivalis

に
対
す
る
抗
体
価
が
有
意
に

高
く
、し
か
も
、炎
症
の
マ
ー

カ
ー
で
あ
る
Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
有
意

の
相
関
を
示
す
た
め
、P.

障
害
の
進
展
を
示
す
マ
ー
カ

ー
、
尿
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
も
抗

体
価
の
高
い
群
で
有
意
に
上

昇
▽
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
深
さ

と
炎
症
進
展
因
子
（
血
清
腫

瘍
壊
死
因
子
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
）
の

歯
周
病
と
糖
尿
病

　
　

│
両
者
の
接
点
を
探
る
│

清
野　

裕
氏（
関
西
電
力
病
院
病
院
長
、日
本
糖
尿
病
学
会
専
門
医
、

内
分
泌
代
謝
専
門
医
、病
態
栄
養
専
門
医 　
　
　
　

）


